
【お知らせ】　林木育種センターでは、林木遺伝資源を試験研究用に種子、花粉、穂木、苗木などで配布しています。厳密に品種・系統が管理されており、
皆様の研究材料として最適です。価格は１点あたり消費税込で3,349円です。詳しい内容や入手方法につきましては、本誌裏面に記載のホー
ムページをご覧になるか、メールまたは電話でお問い合わせください。
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１　はじめに

林木のジーンバンク事業では、林木遺伝資源を保

存する方法の一つとして、種子や花粉の収集、保存

を行っています。樹木の花粉は風によって媒介され

る風媒花花粉と、昆虫等によって媒介される虫媒花

花粉に大別できます。針葉樹等の風媒花の花粉は、

水差し法等によって収集し、凍結させて保存する技

術が確立されていますが、広葉樹等の虫媒花花粉は、

粘着性が強く、その生産量も少ないことから、これ

ら虫媒花花粉を収集し保存することは困難です。一

方、種子を収集し保存する上で、ツツジ属等の種子

は非常に微細であるため、その精選方法についても

検討する必要があります。本稿では、有機溶剤を用

いた虫媒花花粉の収集、保存方法と微細種子の精選

方法を紹介します。

２　虫媒花花粉の取り扱い

 （1） 　収集

虫媒花をもつ広葉樹の花粉は、開花中の花を有機

溶剤（ヘキサンなど）で洗浄して花粉を洗い出し、

それを濾過して集めることができます。有機溶剤を

用いる理由としては、速乾性があるので、有機溶剤

中に洗い出された花粉を、有機溶剤を乾かすことで

集めることができること、有機溶剤中では花粉が発

芽しないこと、虫媒花花粉特有の表面の粘着性物質

を溶かすことなどがあげられます。

手順としては、①開花直前の花のついた枝を採取

する。②軽く水洗いをして汚れを落とし、表面の水

分をとる。③水差しして開花させる。④開花した花

をもぎ取り、有機溶剤を入れたビーカーなどの中に

花を漬け、花粉を洗い落とす（写真－１のＡ）。⑤花

粉が混じった有機溶剤を、花粉収集器などの篩をと

おして夾雑物を除去する。⑥濾紙を用いて花粉が混

じった有機溶剤を濾過する（写真－１のＢ）。⑦花粉

が捕集された濾紙の有機溶剤を乾燥させ、濾紙上に

残った花粉を集める（写真－１のＣ）。

このように有機溶剤を用いることにより、虫媒花

花粉を収集することができます。有機溶剤を用いて

も、花粉の発芽に影響を及ぼさないことは、人工発

芽培地（林木のジーンバンク事業では、寒天１％、

蔗糖10％、pH６の培地を使用している。）を用いた

発芽試験で確認されています（写真－１のＤ）。

 （2） 　保存

多くの樹種の花粉は、常温で保存すると短期間で

その発芽能力を失ってしまいます。有機溶剤を用い

て収集した花粉は、風媒花花粉と同様に、花粉を乾

燥させて低温状態で保存することにより、長期保存

することができます。特に、花粉を凍結保存させる

場合、花粉の含水率が高いと発芽能力を失ってしま

いますので、含水率を10～15％程度にしておく必要

があります。これは花粉内部の水が微氷晶となって

凍結傷害を与えるためと考えられています。

花粉の乾燥はシリカゲルを用いて行うことができ

ます。収集した花粉を薬包紙に包んだシリカゲルと
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写真－１　有機溶剤を用いた虫媒花花粉の収集
Ａ：有機溶剤を用いた花粉の洗い出し、Ｂ：濾紙を用いた花粉の
捕集、Ｃ：濾紙上に残った花粉、Ｄ：人工発芽培地上での花粉の
発芽。
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ともに密閉容器内に入

れ、シリカゲルを適宜交

換しながら含水率を低下

させます（写真－２）。含

水率が低下するまでの間

は、２℃ 程度の冷蔵庫内

で花粉を保存します。含 

水率を低下させた花粉は、 

冷凍庫に入れて凍結保存

することができます。保

存中の花粉の発芽能力の

有無は、人工発芽培地を

用いて確認することができます（写真－１のＤ）。

 （3） 　交配

以上述べてきたように、虫媒花花粉も有機溶剤を

用いて収集した後は、風媒花花粉と同様に取り扱う

ことができます。このように収集、保存した虫媒花

花粉も、最終的には人工交配に利用可能で、正常に

種子を生産することを確認する必要があります。

わずか１例だけですが、スダジイの花粉を有機溶

剤で収集し、乾燥させ凍結保存させた後、人工交配

を行い、正常に種子が生産されることが確認されて

います（写真－３）。

３　微細種子の取り扱い

微細種子をもつ樹木の場合、果実に含まれるどの

部分が種子なのかを事前によく観察し、果実の採 

取、調整、精選の過程の中で、なるべく夾雑物が混

ざらないように取り扱うことが肝要です。機械的に

種子を精選するためには、充実種子との物理的な違

いに注目して、篩選や風選等の中から、それぞれの

樹種に適した方法を選んで行います。微細種子の場

合、メッシュ幅の異なる篩（ふるい）を用いて精選

する方法がよいようです（写真－４）。

サツキツツジの場合、果実の中に長さ１mm程度の

複数の種子が含まれ、果実を乾かすと開裂して種子

が出てきます。３種類のメッシュ幅の異なる篩を用

いて精選した結果（写真－５）、25メッシュ／インチ

の篩で種子より大きな夾雑物が除去され（写真－５ 

のＡ）、45と60メッシュ／インチの篩に種子が精選さ 

れ（写真－５のＢとＣ）、種子より小さい夾雑物は、 

60メッシュ／インチの篩を通過して除去することが

できます（写真－５のＤ）。篩で篩うときは、同じ 

メッシュ幅の篩を用いて、何回か繰り返して夾雑物 

を取り除くようにするとうまく精選できるようです。

写真－２　収集した花粉のシリカ
ゲルによる乾燥

写真－３　有機溶剤を用いて収集した虫媒花花粉に
よる人工交配

写真－５　メッシュ幅の異なる篩を用いた微細種子の精選 
（サツキツツジ）

Ａ：25メッシュ／インチの篩に捕らえられたもの、Ｂ：25メッ
シュ／インチの篩を通過し45メッシュ／インチの篩に捕らえ
られたもの、Ｃ：45メッシュ／インチまでの篩を通過し60メッ
シュ／インチの篩に捕らえられたもの、Ｄ：60メッシュ／イ
ンチまでの全部の篩を通過したもの。写真中の横棒はいずれ
も１mm。写真のＡとＤは夾雑物、写真ＢとＣが種子である。

写真－４　メッシュ幅の異なる篩


